第56回質量分析総合討論会参加者の皆様へ
MSは使っているけれどいつも疑問に思っていること
MS cafe in TSUKUBAではそんなことを話し合ってみたいと思います。
そこでアンケートの御願い

第56回質量分析総合討論会

ワークショップオーガナイザー


笠間健嗣

（東京医科歯科大学・機器分析センター）

来る5月14日（水）より開催されます第56回質量分析総合討論会（http://db1.wdc-jp.com/mssj/conf/）において，5月15日の午前中のワークショップとして“MS cafe in TSUKUBA”を企画いたしました．このワークショップでは，日頃使っているMSの疑問をワークショップ参加者全員で話し合ってみようと思います。参加される皆さんは、プレゼンターの話をただ聞くのではなく、ぜひ話しに加わってください。どんな些細なことでもかまいません、というより、些細なことを積極的に取り上げてみたいのです。研究の道具としてのMSは今やそこかしこで使われています。しかし、大学をはじめとした教育現場では最新の技術を基礎から教えられる人材が極端に不足しています。結局若い人たちは職場の中で業務をこなしながらMSについて学んでいくしかないのが現状でしょう。そうは言ってもMSは非常に奥の深い分析装置で、身の回りに何でも答えてくれる仲間や上司がいるとは限らず、使えば使うほど様々な分野の人々からの情報が欲しくなるのではないでしょうか。そんなとき、MSユーザーの輪があれば心強いことと思います。このワークショップがそのようなユーザーの輪を作るきっかけになればと思っています。
このワークショップではいくつかの話題提供をします。ほかに、会場に来られた方々からの話題提供や質疑応答なども行います。予定している話題提供は次のようなものです。

・アミノ酸配列のde novo解析はどこまでできるか

・ECDとETDを比較する

・Field desorptionの近年の動向
・FT-MSとOrbitrapの高分解能をどのように使うか

・イオンモビリティーの特性を利用した質量分析

上記の話題と関連する必要はありません、質量分析に関する疑問や質問を募集します。特に質量分析の経験が浅い方からのものを歓迎します。

頂いた全ての質問にこのワークショップで回答できるかどうかわかりませんが、皆さんの悩みを学会活動に生かしたいと思います。
このワークショップに参加して話題を提供したいと思う方は、コンピュータをご持参の上、プレゼンテーションを5枚程度用意してください。上記の話題に関連する必要はありません。「このような問題をこのように解決した」、「こんな分析手法を考えてみた」、「このような問題に直面しているが解決法はあるのか」などの話題も歓迎します。

	質問用紙と話題提供の申込用紙は次ページ以降にあります。

	同様の内容をe-mail (info.bioa@tmd.ac.jp)でお送りいただいてもかまいません。


このワークショップが皆さんの日頃の？に少しでも応えられたら幸いです。
MS cafe in TSUKUBAのアンケート用紙
提出先：Fax 03-5803-0233、info.bioa@tmd.ac.jp、学会当日のアンケート回収箱
スペースが足りない場合には裏面をお使いください。
お名前（任意・公開しません）

御所属（任意・公開しません）

質量分析計を使っていて疑問に思っていること
質量分析について誰かに聞いてみたかったこと
こんなことで困っているが何か解決法はないか
こんなことをしてみたら測定がうまくできたが、その理由を知りたい
こんなことをしてみたいが実現可能か
その他、話題にしてほしいこと
MS cafe in TSUKUBAでの話題提供の申込用紙

提出先：Fax 03-5803-0233、info.bioa@tmd.ac.jp、学会当日のアンケート回収箱

この申込用紙は5月14日の夜までに提出してください。

飛び入りの場合はワークショップ開始までに笠間までご連絡ください。
Microsoft PowerPointのスライドを使っても結構です。5枚程度ご用意ください。

お名前

御所属

話題のタイトル

予想発表時間

話題の概要
